
20 

 

  

2 シンポジウム さっぽろれきぶんフェス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 開催概要 
 

■日時 

平成 30年（2018年）11月 23日（金・祝）10：00～16：00 

■場所 

札幌駅前通地下広場（チカホ）北 3条交差点広場（西） 

■来場者数 

講演傍聴者 168名（最大）／パネル展 904名／体験プログラム 376名 

合計 1,448人 

■ステージ企画のプログラム 

時間 内容 

13：00 

13：05 

 

 

 

14：05 

 

 

14：50 

 

 

16：00 

開会 

○講演 

・歴史文化基本構想について（北海道大学観光学高等研究センター 

西山徳明氏） 

・札幌「意外」史（街歩き研究家、O.tone編集部 和田哲氏） 

○活動報告 

れきぶんワークショップや現地調査をふまえ、地域の「お宝」の魅力

を発表。 

○パネルディスカッション ～札幌の「お宝」再発見～ 

札幌の文化財の保存や活用についての考え方やアイディアなど、専

門的、実践的な立場から意見交換。 

閉会 

 
  

チラシ（表） チラシ（裏） 
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■その他の企画 

○パネル展 

札幌の歴史文化に関わる下記テーマのパネルを展示。 

－歴史文化基本構想について 

－わたしたちのお宝写真展 

－れきぶんワークショップ活動報告 

－郷土資料館、札幌市博物館活動センター紹介 等 

○体験プログラム ～知ってた？地域のこんなお宝～ 

札幌の歴史文化を身近に感じ、興味関心を持つきっか

けとなるよう、参加型体験プログラムを実施。 

－札幌軟石を使ったクラフトワークショップ 

－松ぼっくりでクリスマスツリーづくり 

－縄文土器の３次元パズル 

○参加型企画 ～まだまだあるはず！地域の歴史文化資産～ 

市民が感じる地域の「お宝」を広く集めるため、誰で

も書き込むことのできる札幌市のマップを展示し、意

見を募集。 

 

【まだまだあるはず！地域の歴史文化資産 結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

中央区 ▶ 三吉神社／永井
さんの家（永井邸）／札幌
市資料館／南５条の桜並
木／中島公園、大通公園／
こども人形劇場「こぐま
座」／札幌競馬場／柏中そ
ばの古レール柱／伏見稲
荷 

北区 ▶ 安春川／ペケレット湖／札幌飛行場跡／琴似川に合流する所の近くのサクシュ
コトニ川（北大の中を流れる川）／北大のポプラ並木・イチョウ並木／北九条小学校／
茨戸川からみる手稲山の景色／札幌最北の水田／馬頭観音／唐申塚／篠路川／軟石文
化、高見倉庫／福移湿原／湿地とそこにある植物など生き物たち 

厚別区 ▶  
もみじ台しらかば
公園、しらかば 

豊 平 区  ▶ 
あんぱん通
り（アンパ
ン道路） 

南区 ▶ 藻岩山の登山／藻岩
山のスキー場（うさぎ平コー
ス）のコブ／小金湯～砥山の
化石／定山のカツラ／アシ
リベツの滝／交通資料館の
保存車両 

西区 ▶ 発寒川
元流路／山の
手博物館 

手稲区 ▶ 手稲山／ふ
るさとの山 手稲山／
星置ミズバショウ公園
／中の川緑地の桜並木
／市のシンボルフラワ
ー「スズラン」の自生
地、富丘西公園 

市外 ▶ 酪農学園のたくさん
の牛／松浦武四郎が越えたル
ベシベツ峠 

特定の区に属しないもの 
▶ ポプラの綿毛／石山軟
石の倉庫、お店など／石
器時代の遺物／札幌黄、
札幌大球／トンボ 
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(2) 講演記録 
 

1) 講演１ テーマ「歴史文化基本構想について」 

■講師 

西山 徳明 氏（北海道大学観光学高等研究センター センター長）※所属は講演当時 

 

■内容要旨 

○日本遺産の少ない北海道の 7つのストーリー 

・現在文化庁が東京 2020年オリンピック・パラ

リンピックに来た外国人のために日本の歴史

文化を学べる場所「日本遺産」を 100 か所リ

ストアップしている。 

・その中で北海道は雄大な面積を持ちながら 3

か所しかピックアップされていない。北海道

の歴史文化は日本全国を語る上で重要である

ため、北海道開発局と協力してパンフレットを作成した。内容は「縄文文化」「ア

イヌ文化」「近代文化（江差、松前）」「開拓時代」「農村景観・田園景観」「近

代化産業遺産」など 7つのストーリーを収録した。 

○北海道の開拓により札幌に残る歴史文化 

・札幌にはアイヌ民族の歴史があり、水脈や居住地、狩場等の生活の一部からつけ

られた地名が付き、今の時代まで残されている。札幌はアイヌ文化をたどる宝庫

でもあり、今日それを読み取って開拓、開発をしている。 

・開拓使の時代になると、明治 11 年までにすでに北海道の開拓地の中心は札幌に

なっており、開拓使本庁舎もすでに建設されていた。 

・日本の都の中心施設はみな中国の教えより、南を向いて建っているにもかかわら

ず、なぜ赤れんが庁舎は東を向いているのか、疑問であった。想像では、北方の

脅威に対する備えや、北海道の開拓に対する強い思いではないのかと考察すると

非常に面白く魅力的な資源がたくさんあり、物語としても非常に興味深い。他に

も屯田兵や屯田兵村の話、農産物、田園景観、産業遺産など、北海道の歴史を語

る上で非常に重要なポイントを札幌は押さえていると理解できる。 

○文化財の定義について 

・「文化財」とは、文化財保護法で成り立っている概念であり法律ができてから使

用された言葉。意外に新しく、戦前は「記念物」「国宝」等と言われ、「文化財」

という言葉が無かった。 

・文化財は６類型に分けられ、国や自治体が指定した国宝級や一流のものだけでな

く、指定されていなくとも文化財と呼べるものがあるが、全ての文化財を税金で

保護していくことは困難な為、指定等がされているのは国宝級の選りすぐりのも

のだけになっている。 

・文化財は祀られ、身近でないと認識されている人が多いと思うがそれは違う。「文

化財」は、国や自治体から指定、選定されていないものを含めてすべての歴史的

なものを「文化財」と置き換えて話していきたい。  



23 

 

○失われている未指定文化財 

・2007 年に文化庁からの声がけで今後の文化財保護についての議論が行われ地方

の文化財の現状を説明した。地方では急速に文化財が消滅しており、被害の拡大

を防ぐための議論を早急にと提案した。 

・札幌においても建物だけでなく、方言、郷土料理、古文書、家庭にある古い写真

などはすべて歴史文化資源であり、知恵を出し合って保護していかなくてはなら

ない。 

・国や自治体が守ってくれるのは、指定、選定された文化財のみだが、未指定の文

化財はその 1,000倍あると言っても過言ではない。この未指定の文化財をひも解

くと、食、茶道、華道、遊びと伝承、郷土食から道端のお地蔵様まで多くあり、

これは現在の文化財カテゴリー内には拾われていない。拾われないものも含める

と、文化財がさらに豊かに感じられる。 

○従来では拾われなかった文化財を拾い上げる歴史文化基本構想 

・歴史文化基本構想は、地域に深く根付き、土地の生活に寄り添い残っている文化

財を指定、未指定に関わらず個人の思い入れ価値、遺産を成り立たせる周辺環境

までも含め総合的に保存活用していくという考え方に立つものである。 

・文化財の 6類型ではとらえられなかった、集落の中の建物、土地などを挙げてい

き歴史文化基本構想の考え方に立って地域全体を一体として捉えることで、具体

的に浮かび上がってくるものがある。 

・歴史文化基本構想が考える文化財保護とは、行政が文化財を守っていくことでは

なく、市役所が先頭に立ち基本的な計画を練って、市民や地域住民が相談し合い

守っていくということ。 

・いざ自分が文化財を持ち寄るとなると、専門家に見てもらうには躊躇してしまう

ものだ。しかし、価値や評価が確立していなくとも、確認し合うことで新たな協

力者が現れたり、検討が行われ広がりを見せたりする可能性があることから、指

定、未指定関係なく文化財を存分に自慢し合ってほしいと札幌市は考えている。 

・この基準で持ち寄られると膨大な量となるが、観光資源としたい場合にはストー

リーでまとめた方が理解しやすく、利用し親しみやすい。 

・まち割、創成川の水路、川筋、古道等身の回りにも実はたくさん開拓使由来のも

のがあり、重要に感じなければ消失してしまう。開拓使の近代改革の歴史を見た

だけでも実は価値あるものがたくさんある。歴史文化基本構想の呼びかけで集ま

った文化財も、身の回りの環境からも関連性あるものを探して、少しずつ数珠つ

なぎしていったらどうかという考えもある。 

○札幌市でのこれまでの活動について 

・札幌市は地域住民と文化財を探し発表するワークショップを既に開催している。

その後の現地調査や資料をリスト化したりなど動き出している。 

・歴史文化基本構想を検討する委員会では、歴史の基本となる札幌の自然について

まとめ始めている。ストーリーを束ねていったときに見えてくる札幌の歴史文化

の特徴は大きく 7つに分けられる。  
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○札幌市の歴史文化の特徴について 

・特徴の 1つは豊かな地形、地質が育んだ自然と人々の営みである。 

・札幌は自然に恵まれた場所で、化石の出土もある。藻岩山や豊平川に代表される

自然と、今日に継承されているアイヌ民族の精神。札幌は水が街中を張り巡って

いて湧水もあり豊かな場所だからこそアイヌ民族が生活していた。このかつての

札幌の都市計画は水を生かしたもので、水は工業地区を造るのに役立ち、水運に

も活用された。水なくして札幌を語ることはできない。 

・また、冬季オリンピックにより街が大きく変化したことや、積雪寒冷地特有の都

市形成についても、札幌の特徴である。 

・小さな地域ごとに様々な特徴があり、このような歴史文化の特徴の中で、アイヌ

民族が住み、近代の改革が起き、さらに札幌オリンピックを経て巨大都市となり

世界へと発信していく。このようなストーリーを理解している観光客は多くない。 

○歴史文化基本構想の活用と今後の取組への期待 

・札幌の歴史文化の特徴をもう一度捉えなおし、観光客に大切な札幌の歴史や文化

がある事を理解し知ってもらいたい、学校の教育への利用や観光への利用、魅力

的なまちをつくる景観施策にもつなげていきたい、という思いでこの施策は文化

部局だけでなく、景観部局とも連携しながら全庁挙げて取り組んでいる。 

・一番重要なことは、住民の方々が札幌を好きになり、見直し、惚れ直すことであ

ると感じ、今後に期待している。 

・是非皆さんのご理解とご協力をお願いしたい。 
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2) 講演２ テーマ「札幌意外史」 

■講師 

和田 哲 氏（街歩き研究家、O.tone編集部） 

■内容要旨 

○「札幌『意外』史」とは 

・「意外」とは、市民には共有されていないと感

じ、教科書や歴史場面でも語られていない事

から「意外」と示した。 

○道庁はなぜ東を向いているか？ 

・明治 2年 11月、佐賀県より島義勇判官が札幌

に到着し、都市計画を練ったが、実際に札幌を

観察して練られたものではなく実情に即して

いないものだった。内容としては、最北に石狩の国本府（役所）、その南に官邸

が並び、さらに大通り、土塁を挟み南側に一般庶民や商店街を設置する構想であ

った。 

・島判官は着任して 3ヶ月後の 2月に解任されることとなり、土佐藩出身の岩村通

俊が後任となった。ここで島判官のまちづくり構想は大きな問題を残しており、

JR 北側に役所を設置する構想だった当初の計画だが、島判官は 11 月から 2 月ま

での冬期間の着任であった為、雪解け後の地質を確認しておらず、JR北口の地質

が低湿地であることを把握していなかった。この事から、当初予定していた場所

に本府を設置することが困難となってしまった。そこで、本府を北側に突出させ

ず、官邸街と市民の生活圏との距離や官邸機能が損なわないように官邸機能の一

部のみを移動させるなどの策を考案しながら本府の位置を決定していった。 

・位置が決定し明治 6年に建てられた開拓使本庁舎だが「なぜ東を向いたか」につ

いては明確な答えはなく、北海道神宮が北向きに建立されたように、ロシアを牽

制する為なのか、札幌の位置が北海道の西にあることから、東に向かって開拓を

進めていく意思を汲んで東に向けたのではないかとも考えられている。 

○開拓当時の道路名 

・道路には浦河通、胆振通、山越通、有珠通等、道内の地名がつけられていたが、

数十年もしないうちにネタがつき地名から数字が当てられるようになった。 

○北一条通はなぜ 4丁だけ幅が広いのか？ 

・明治 8年の札幌の地図から確認すると、開拓使本庁舎は現在の道庁とほぼ同位置

にあるが広く土地を使用しており、本庁を囲む道路だけが広くなっている。通常

の道路は幅 11 間（1 間＝1.8 メートル）に対して（大通りだけは 60 間であり防

火帯として火事の燃え移りを阻止するためにつくられた）、本庁の敷地は幅 20間

の記載があり約 36 メートルに相当する広さである。この広さは現在の北一条通

りの道幅と一致しており、明治時代から現在も変わらない事がわかる。そして、

北一条通の 4丁区間は本庁の南側にあった 4丁区間であり、本庁南側の道路だっ

た歴史を物語っている。 
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○狸小路 1丁目には、なぜ十字路があるのか？ 

・明治 26 年の地図に、現在の狸小路 2 丁目の先に細い路地を確認することができ

る。これは、明治 24 年に店を開いていた三国屋が自分の敷地内に貫通させた路

地で、跡地が弁天小路と呼ばれた。明治の終わりに弁天小路を含む狸小路はここ

で T字路になっていた。 

・T 字路の突き当りには大型商店の札幌商品陳列場があったが、焼失したことをき

っかけに、狸小路を創成川まで貫通させた。その後、1 丁目には人がさらに流れ

るようになり、狸小路 1丁目のみ現在の十字路のある構造になっている。 

○狸小路 1丁目にしかない路地 通称「L字街」はなぜできた？ 

・昭和 8 年、L 字街の角に浅草観音堂と呼ばれる寺が建てられた。建立位置がちょ

うど L字の角にあり、狸小路側からも西 2丁目通りからも参拝に入れるよう L字

型の参道を設けた。しかし、昭和 50 年ごろ、観音堂は取り壊され現在は参道が

路地として残され「L字街」として現在に至っている。 

○藻岩山の秘密 

・藻岩山のロープウェイ中腹駅舎外に昭和 60 年頃に建てられた神社があるが、こ

れはスキーヤーの無病息災を願うために建立された。本来神社とは違い、11回冬

季オリンピック開催当時の IOC会長アベリー・ブランデージ氏、北欧神話でスキ

ーの名手であるウル（男性）とスカディ（女性）が宗教の枠を超えて祀られてい

る珍しい神社。 

○まとめ 

・札幌は歩けば身近なところに人間臭く、愛すべき歴史に出会うことができる都市。

歴史文化資源は自身の暮らしの周りにあることを知り、帰宅の際など、北一条通

や狸小路商店街を歩いてほしい。 

 

3) れきぶんワークショップの活動報告 

れきぶんワークショップで調査し取りまとめた地域のお宝の魅力について、パネル

展での報告に加え、3つのグループより来場者へのプレゼンテーションを行った。 
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■報告 1 「東洋第 2の鉱山の歴史を 82年前 58人の子どもたちが伝えるまちの記憶」 

「東洋第 2」と呼ばれた手稲鉱山は、人口約 8千人が住むほど栄え、手稲のまち

づくりの基礎を築いた。その歴史を伝える手稲西小学校「鉱山の部屋」には、鉱山

にまつわる貴重な資料だけでなく、当時の鉱山の生活の様子が描かれた 58 枚のク

レパス画が展示されており、82 年前の子どもたちが描いた当時の町の様子を今で

も見ることができる。 
 

■報告２ 「れんがへの愛と誇り」 

白石区には、JR白石駅をはじめ、やなぎ公園、停車場、製綿工場など明治はじめ

にこの地に存在した鈴木煉瓦製造場で造られた「鈴木れんが」を使った建物やその

跡地などが多く存在する。鈴木煉瓦の製造場設立を要請したのは、北海道庁赤れん

が庁舎の設計などを行った平井晴二郎。鈴木れんがは、北海道における本格的れん

が製造業を先駆けてれんがのある札幌の街並みや風景のイメージに大きく貢献し

ている。 
 

■報告３ 「乗って探そう札幌の未来 市電」 

札幌市電のはじまりは、札幌軟石を運ぶ「札幌石材馬車鉄道」であった。その後

経営は札幌市へ移行し馬車から市電へと移り変わり、路線は新琴似駅や苗穂駅、豊

平駅にまで伸びたが、モータリゼーションの到来やバス、地下鉄の開通により一時

全廃の危機にもなった。現在の路線は市民の熱い思いが通じて残されたものである。

この市電の路線図の変遷からは、札幌のまちの歴史を辿ることができる。 

 

4) パネルディカッション テーマ「札幌の『お宝』再発見」 

■パネリストなど 

 氏名（所属） 分野 

コーディネーター 神長 敬（株式会社KITABA代表取締役）  

コメンテーター 
西山 徳明氏 

（北海道大学観光学高等研究センター センター長） 
 

パネリスト 和田 哲氏 （街歩き研究家、O.tone編集部） 観光 

黒岩 裕氏  

（旧黒岩家住宅（旧簾舞通行屋）保存会事務局長） 
地域 

古沢 仁氏 （札幌市博物館活動センター 学芸員） 教育 

石川 圭子氏（古民家Gallery鴨々堂店主） 
活用・ 

実践 
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■内 容 

①自己紹介、活動紹介 

②地域のお宝について 

○「まだまだあるはず！地域のお宝」の意見の紹介 

・手稲山、サクシュコトニ川、安春川など、自然系が多かった。 
 

○「まだまだあるはず！地域のお宝」やワークショップ活動報告についての感想 

（和田氏） 

・手稲鉱山について、昔の先生が 82年間も子どもの絵を

保存していてくださった、すばらしいことだと感じ、

宝を発掘されたのもすばらしい。また、市民の皆さん

がどんどん参加して、自主的に伝えたいという人が集

まって活動されるのはすばらしい。これからは、積極

的に歴史を発掘して、残して、形にして伝える努力を

しなければ、歴史は継承されない段階になっている。

歴史の方から積極的に観光客や一般の人にアプローチするやり方が必要に

なる。 

（黒岩氏） 

・よくここまで調べ上げたと驚いた。簾舞にも、簾舞小

学校に保存されている映像や青い目の人形、簾舞ダム

（藻岩ダム）など多くの宝がある。どう生かしていく

か、各地区でも考えられていると知り、現在実務して

いる中にも生かしながら、今後、維持、保存活用してい

きたい。 

（古沢氏） 

・地元愛が伝わってきた。自然科学の視点から言うと、

市電は扇状地の上を走っており、れんがは月寒台地の

火山灰が原料になって風化したものが粘土の原料にな

っており、手稲鉱山は札幌西部山地で、札幌の地勢・地

質を反映したお宝の紹介だった。また、実は以前、手稲

西小学校の鉱山の部屋にお邪魔したことがあったが、

一生懸命見ていたのは鉱物資源などで、絵を見て感動されて宝だと感じると

ころに、こういう視点が必要だと気付かされた。これから博物館も皆さんと

一緒につくっていかなければならないと、改めて感じている。地元の方々の

愛情や愛着といった視点を、博物館に集めて展示ができれば、市民の方や札

幌に来た方に喜んでいただけるのではないか。  
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（石川氏） 

・活動の中で調べる楽しさや学ぶ楽しさが出てきたが、

ここに次世代を担う子どもたちをどのように巻き込ん

でいくかが大切である。自分たちの住んでいる地名な

どの成り立ちから興味を持ってみんなで共有していく

機会は良いと思う。 

 

③文化財の活用について 

○文化財活用の意義、効果について 

（和田氏） 

・北海道は今、インバウンドの観光客がたく

さん来ている一方で、日高本線の沿線自

治体が廃止に同意したり、鉄道の駅がな

くなったり、路線が廃止されたりと寂し

い状況になっている。しかし、昔は北海道

にはたくさんの鉄道が走っていて、鉱山

やレンガ、石炭など、たくさんの産業があ

った。産業遺産、鉄道の遺産はこれから、観光資源として第 2の役割を果た

していく。「旧石切山駅」という定山渓鉄道の唯一残っている駅舎は、現在

石山振興会館という町内会の施設に使われているが、そこにあるだけで、地

域の中心という感じがする。駅は不思議で、鉄道がなくなっても拠点という

感じが残り、人の吸引力がある。北海道には新たな第 2の人生を歩む遺産が

たくさんある。 

（黒岩氏） 

・簾舞の通行屋まつりが 9月の末の日曜日に開催されている。まちから越して

きた方から「何か簾舞に特色あるものはないか」という意見が出て、文化財

を生かして、市民と簾舞の住民の交流を図ろう、子どもたちに文化財の保護、

育成、活用について知ってもらうことから始まった。外部の方のアイディア

や行政のサポートをいただきながら、まちづくり教育などしていきたい。 

（古沢氏） 

・博物館活動センターで街歩き事業を行っており、自然とか自然史を絡めた街

歩きをしている。毎回定員の 1倍強の応募がある。しかし年に 1度、文化財

課と開催している自然文化財ウォーキングツアーは応募数が 5倍から 6倍に

増える。文化財という言葉には人を引きつける魅力があり、文化財には潜在

的な能力がある。潜在的な能力は、長い時間をかけて守り継がれてきたため、

文化財は地元にあって初めて輝くものだ。地元で見ていただくのが一番の、

博物館における資料だろうと思っている。もしも博物館が今後できたときに

は、自然の背景、あるいは地元の方々、あるいは先人としての知恵や情熱を

情報提供して、皆さんに感動を確認するために実際に地元に行っていただく

装置になるべきだと考えている。 

・「学校 DEカルチャー」という事業では、各小学校の周辺の地形、地質、それ
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を背景にしたまちの生業、歴史などを踏まえ、子どもたち自身の身近な自然

とまちがどう関連しているかを実感していただく事業を行っている。少しで

も内容が子どもたちの心に通じ、将来的には子どもたちが成長していく中

で、地域への誇りや愛着、さらには自分自身が地域の魅力を発見して発信す

る人材に育ってくれるといい。 

（石川氏） 

・私が活動をした 5年前は札幌駅前開発に力を入れており、すすきのに人がい

なくなっていた時期だった。そこからどうやって地域を盛り上げるか、みん

なで歴史を学びながら取り組んだ。回復はしたが、逆に札幌市の方がすすき

のは盛り上げることができるということで、盛り上がり過ぎ、現在は大規模

な再開発が起こっており、人の奪い合いが起こっている。今年に入ってから

もホテルの申請が十数個出て、実際に中島公園からすすきのの間はホテルだ

らけで、地元に住んでいた方々の地価が上がって住めなくなってきている。

そのため、せっかくできてきたコミュニティーが破壊されつつある。 

・地域のためにやっていたのに、何のためにこういうことになっているのか、

痛感しながらやっている。札幌市は、北海道の中の中枢を担う重要な都市で

あり、再開発は必要と思うが、やり方によっては、文化、文脈、地域コミュ

ニティーを破壊してしまうこともあるため、民間と行政が一緒になって、地

域にとって残していかなければいけないものを意識しながら残さないとい

けない。 
 

④まとめ 

（西山氏） 

・専門家の方々の強力なネットワークができていると感じ

た。 

・活動報告は、切り口の違う、しかし歴史文化の本質を突い

ている発表だった。手稲鉱山についての活動報告は、私

も大変感動し、82年前の子どもたちの絵は、まさにコレ

クションで、ある一人の先生が一つのテーマのもとにコ

レクションとしてまとめ、しかも大切な思いと価値を見出して大事に保存して

いた。これは立派な文化財だと思う。また、そういったものに価値があると気

づけば、他にもあると気付けるようなすばらしいお話だった。 

・れんがのお話は、景観との関わりでも理解できると感じた。工場や現在生産し

ているものは残っていないが、記憶が残っている要素が今も景観の中に生かさ

れている。札幌において都市をつくる礎になっていて、それがまちの記憶とし

て色々なところに使われていると、歴史のストーリーと、現在の白石で、どう

いう場所に、どんなふうに使われているかをきちんと記録し、リストアップす

れば、すてきだと思った人がモチーフとして使ったり、素材として使ったりし

ていくことで、白石のアイデンティティーが景観という側面からできてきて、

行政も黙っていれなくなるというようなことにつながり得る。 

・市電の話の中で一番おもしろいのは、次の計画と一緒に考えておられて、幾つ
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かの提案があったこと。まずは啓発、みんなに知ってもらうのは良いと思う。

もっと延伸して、新しい札幌のまちの姿につなげていくという提案もあった。

今あるものを一生懸命調べるから、次のことに意欲が湧き、発想が出てくる。 

・お三方のお話を聞いただけでも、れきぶん（歴史文化基本構想）という取組が、

どれだけ我々にわくわく感を与えてくれて、次の札幌に対していろいろなこと

を示してくれるかということを勉強させていただいた。 

・私はワークショップという言葉が好きじゃない。というのは、やりっ放しワー

クショップというのが多過ぎたからである。しかし、見つけ出されたものは今

回、札幌市の歴史文化基本構想に反映される。そして、文化財保護法が改正さ

れて、歴史文化基本構想は自治体がつくるべき歴史文化のマスタープランとし

て法律に位置づけられる。指定登録の文化財は、一度記録されたら、国の体制

が変わらない限り歴史に残る。構想の中でワークショップ等を通じて記録され

たものが、今、札幌市が検討している登録システムの中で、遺産をどのような

形で登録して、市民の方に使いこなしてもらうかと、登録の仕組みが確立した

ら、ワークショップは単なるワークショップではなくなり、皆さんのお宝が歴

史に残っていく。保存されるかどうかは皆さん次第だが、失われないものとし

て歴史に残る。それだけでも、私は大変な価値になると思っている。要するに、

札幌市の文化財保護行政ないしは国の文化財保護行政というのは、法的に担保

して大切な資源として使うだけでなく、日本の歴史文化をつくる大切な記録と

して記録するということを法律で約束しているということになる。歴史を刻ん

でいくワークショップになるためぜひ皆さんおもしろがって、身を乗り出し

て、自分の持っているものを自慢してほしい。 

・その結果、今日ここに集まったプロフェッショナルが、プロジェクトが始まっ

たら忙しくてたまらなくなると、専門性をもっと増やさなければいけない。プ

ロフェッショナルが増えたときに札幌市は魅力的なまちになっていくと思う。

歴史文化基本構想を、皆さんに 3時間という短時間で理解していただくには、

すばらしい布陣のメンバーであったと感銘して、私の発言は終わらせていただ

きたい。 


